
 

 

派遣留学報告書(11 月分)                          
金沢工業大学 材料設計工学専攻 

矢部 真樹 
 

アメリカでの留学生活が半年という節目に立ちました。Thanksgiving Vacation が始

まり多くの学生が休暇に出かけて、街自体が夏休みの様な静けさです。11 月 25 日に初

雪が観測され、本格的な冬の到来を感じさせます。今月の派遣留学報告書では、来学期

にむけての履修登録状況と Thanksgiving Vacation について報告させていただきます。 
 
Registration for Spring Semester 
 
 秋学期の後半になり残り半月で Final Exam(期末試験)を迎えます。しかしながら、

もうすでに春学期の履修登録が１１月から始まっていて４年生、３年生、２年生、１年

生、そして最後に留学生という順番で履修登録が始まっています。私たち留学生は、正

規学生の必須単位習得優先のため履修登録が最後ということで、いくつかのクラスはす

でに埋まっており履修ができない状態になっています。自分の履修したい授業の 3/4 は

履修登録ができました。しかし残り 1/4 がもうすでに埋まっており履修登録ができない

状況ですが諦めずに教授と交渉し、履修したいと思います。 
以下に、来学期に履修登録しようと思っている授業とその内容について簡潔ですが説明

します。 
 
E S L 114 Introduction for Academic writing 
MCB 155 MOLECULAR AND CELLULAR BASIS OF LIFE 
MCB 252 CELLS, TISSUES, AND DEVELOPMENT 
EALC 150 Introductions to JAPANESE CULTURE 
ARTPH 115  BASIC PHOTOGRAPHY 
  
ESL114 (English as Second Language) 

ESL114 は、ESL113 の延長上にある授業です。内容としては、Essay の書き方につ

いて学び Writing 能力を向上させることを目的とした授業です。Writing は、多くの授

業で必要な英語能力です。引き続き Writing 能力を向上させていきたいです。 
 
MCB 155(MOLECULAR AND CELLULAR BASIS OF LIFE) 

MCB155は、MATSE305という Biomaterial の授業の内容と同じ授業となっており、

Biomaterial の必須科目となっています。内容としては、生体の細胞組織の基本構造を

学べる授業です。私の研究分野である生分解性プラスチックが生体内で多く使用されて



 

 

いる現在、このような生体内の構造を知ることは重要なことです。授業としては、初め

ての分野を英語で履修するということは大変なことであるということは想像できます

が、この留学の目標の一つであったので、挑戦していきたいと思います。 
 

MCB 252(CELLS, TISSUES, AND DEVELOPMENT) 
MCB252 もまた MATSE204 の代替授業であり、細胞組織を生理学の観点から学べる

授業です。自分の研究に今後役立てることができる授業であり、MCB150 と同様に留

学期間内の目標の一つです。この授業もいままで、金沢工業大学では本格的に学ぶ機会

がなかったので、多くのことを吸収して今後の研究に役に立てていきたいと思います。 
    
EALC 150(Introductions to JAPANESE CULTURE) 
 EALC 150 はその名の通り、日本文化の紹介です。多くの人は、日本人である私が、

日本文化の授業を取るということを不思議に感じるかも知れません。この授業を取る理

由として、日本語を母国語としない学生がどのように日本を感じるのか興味を持ったか

らです。いま私は J-net（Japan Culture net）というサークルに参加していますが、日

本人からみた日本とアメリカ人や International の学生からみた日本に大きな差がある

ことがあります。日本では、私は高校生の時から理系の道を進んできたため戦争中に日

本がしてきたことなど歴史を授業で深く学ぶ機会がありませんでした。この授業を通し、

日本語を母国語としない学生達と意見を活発に交換していきたいと思います。 
 
ARTPH 115(BASIC PHOTOGRAPHY) 
    ARTPH 115は写真の現像技術または一眼レフカメラで写真を撮る方法について学ぶ

基礎の授業です。この授業はとても人気がある授業でもうすでに履修登録が埋まってお

り、履修できるか微妙な状態です。この授業をとる目的としては、以前からカメラにつ

いて興味があったことと現像技術が学べること、もう一つは将来の希望就職先分野に関

連していると理由から履修を希望しています。 
 
来学期は、以上のように多くの授業が自分にとって今まで履修したことのない授業です

が、留学期間の目標を達成するためにも、挑戦していきたいと思います。 
 
Thanksgiving Vacation 
 Thanksgiving Vacation は、Roommate であるファイサーとその他の友人達とサンフ

ランシスコとファイサーの友人が通っているスタンフォード大学を訪問してきました。

サンフランシスコは、観光名所であると同時に、多くの Homeless の人々がいました、

逆にThanksgivingのセールで沢山のクリスマス商品を購入する人々対照的な光景を見

てきました。貧困格差の激しさを垣間見てアメリカの資本主義の矛盾と悲しさを感じま



 

 

した。 
 

スタンンフォード大学を訪問しました。

全米でも名門私立であるスタンフォード

大学の話を聞いてただ驚くばかりでした。

彼が在籍している Civil Engineering の

学費がそれぞれの学期で$10,151 すなわ

ち UIUC の３倍の学費であることには驚

きました。またいたるところに、きれい

なキャンパスや最新の設備が整っており、

アメリカの大学環境の素晴らしさはやは

り世界一だと再確認できました。彼の話

によると設備がすばらしいのは、多くの

卒業生が大企業の会社の重要なポストに

つき、彼らが大学のスポンサーとなり大

学に利益を還元しているとのことです。

とにかくただため息がでるキャンパス訪

問でした。 

 

以上が１１月の派遣留学報告書です。１２月に入りすぐ期末試験がやってきます。気

を引き締めてスムーズに春学期を迎えられるようがんばっていきたいと思います。 
 

以上 
 
 
 
 
 
 
  

FIG1. スタンフォード大学正門にて 


